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借金（企業債）の名称 令和６年３月31日残高見込 借　　金　　の　　内　　容
上 水 道 事 業 債 3億3,963万円 白神～館浜地区までの施設・配水管等整備

簡 易 水 道 事 業 債 2億2,839万2千円 札前～原口地区までの施設・配水管等整備

計 5億6,802万2千円

貯金等の名称 令和６年３月31日残高見込 使　　　　　い　　　　　道
減 債 積 立 金 1,540万円 借金（企業債）返済のための積立

利 益 積 立 金 1,500万円 過去からの利益の積立

建 設 改 良 積 立 金 695万8千円 建設改良のための積立

未処分利益剰余分 3億9,081万3千円 過去からの利益で企業内部に留保された資金

計 4億2,817万1千円

貯金等（積立金）の残高

借金（企業債）の残高

　松前町の水道は原口簡易水道、江良簡易水道、
西部簡易水道（清部～札前）、松前上水道（館浜
～白神）の３つの簡易水道と１つの上水道で事業
を運営しています。
　皆さまに、安全でおいしい水を安定的に届ける
ために、定期的な水質検査や各種施設の点検を行
うとともに、老朽化する施設の計画的な更新工事
などを行っています。

　皆さまが負担している水道料金などがどのよう
に使われているかも含め、松前町の水道事業の概
要をお知らせします。皆さまのご理解をよろしく
お願いします。

令和５年度は、給水戸数3,706戸に対して
１日平均1,410㎥の給水を計画しています。

※１㎥は1,000リットル

水道事業の予算の規模 当初予算額

※1  �収益的収支　水道料金を主な収入として、家庭
に安全で安定した水を供給するための予算

※2  �資本的収支　水道施設の建設や老朽化した水道
管などを取り替えるための予算

水道事業の予算は、収益的収支（※1）と資本的収支（※2）

の２つの予算で構成されています。

区 　 　 分 令和５年度 令和４年度 比　　　較 増 減 率

収益的収支
収入 1億8,210万円 1億7,932万5千円 277万5千円 1.5％

支出 1億6,715万円 1億6,366万3千円 348万7千円 2.1％

資本的収支
収入 8,846万円 6,840万6千円 2,005万4千円 29.3％

支出 1億7,530万9千円 1億4,638万3千円 2,892万6千円 19.8％

松 前 町 の 水 道松 前 町 の 水 道

松前浄水場（字豊岡） 松前上水道取水ダム（及部川）
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松前町の安全・安心な水

区分
項目

松前上水道
（白神～館浜）

西部簡易水道
（札前～清部）

江良簡易水道
（江良）

原口簡易水道
（原口）

水道法の
水質基準

硬 度
（カルシウム等） 29mg/ℓ 32mg/ℓ 55mg/ℓ 45mg/ℓ 300mg/ℓ

以下
有 機 物
（ T O C ） 0.4mg/ℓ 0.5mg/ℓ 0.9mg/ℓ 0.7mg/ℓ 3mg/ℓ

以下

残 留 塩 素 0.4mg/ℓ 0.3mg/ℓ 0.4mg/ℓ 0.3mg/ℓ 0.1mg/ℓ
以上

検　　査　　の　　内　　容 検査項目 各施設検査回数 検　査　方　法

一般細菌、大腸菌、濁度、鉄、有機物など 11項目 浄水一般検査＝１回／月

検査機関に委託

原水一般検査＝４回／年
各金属類（アンチモン、遊離炭酸、トルエン、
ニッケルなど） 18項目 １回／年

水銀、鉛、フッ素、亜鉛、ナトリウムなど 51項目 １回／年

総トリハロメタン、クロロホルム、臭素酸
など 17項目 ４回／年

基礎的性状（残留塩素濃度、色、濁り） 3項目 毎日 施設管理委託業者と
水道係職員が検査

NO 地　区 事　　　業　　　名 事　　業　　概　　要

１ 茂 草 茂草地内配水管改良工事 水道配水用ポリエチレンパイプφ50㎜×235m

２ 静 浦 静浦地内配水管改良工事 水道配水用ポリエチレンパイプφ150㎜×550ｍ

３ 札 前 西部簡易水道残留塩素計新設工事 残留塩素計の新設

４ 江 良 ほ か 江良地内消火栓更新工事ほか ステンレス製消火栓　７基更新

５ 原口～白神 量水器更新工事 量水器　560個更新

令和４年度の水道法に基づく水質検査結果

令和５年度の水質検査計画

令和５年度の建設改良工事の予定

　安全でおいしい水を毎日皆さんの家庭や職場に届けるため、定期的に水質検査を行っています。

（令和４年度の浄水検査平均数値　一部のみ）

　水道管の取替え工事期間中は、交通規制、騒
音、振動などでご迷惑をお掛けすることがあり
ます。
　また、お客様へ給水している管をつなぎ替え
る工事がある場合は、敷地内へ立ち入り作業す
ることがあります。

水道工事など、皆さんのご理解とご協力をお願いします
　各種作業について、皆さまのご理解とご協力
をお願いします。
　なお、工事の関係で断水になる場
合は、チラシなどでその都度お知ら
せします。
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松前町の水道料金が改定されます

用途 基本料金
（円） 水　量　料　金

家事用 1,700 使用水量
7㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に145円

団体用 5,900 使用水量
8㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に145円

浴場用 12,000 使用水量
50㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に140円

製氷冷凍
営業用 18,700 使用水量

80㎥まで
左の使用水量を超え
1㎥増加毎に145円

豆腐
製造業用 4,500 使用水量

20㎥まで
左の使用水量を超え
1㎥増加毎に145円

その他の
営業用 3,800 使用水量

12㎥まで
左の使用水量を超え
1㎥増加毎に145円

臨時用 13,000 使用水量
50㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に160円

休栓料金 900 水道の使用を一時中止し、中
止届を出して休栓するとき。

口径
（㎜）

メーター
料金（円）

基本料金
（円） 水　量　料　金

13 800 1,100 使用水量
5㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

20 900 1,200 使用水量
6㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

25 1,000 2,400 使用水量
7㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

30 1,200 4,000 使用水量
10㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

40 1,400 8,500 使用水量
10㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

50 3,700 15,300 使用水量
20㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

75 4,500 22,300 使用水量
50㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

100 5,200 23,700 使用水量
100㎥まで

左の使用水量を超え
1㎥増加毎に150円

９月請求分までの料金表（現行） 10月請求分からの料金表（改定後）

　水道料金が令和５年10月請求分（９月使用分）から改定されます。

（１カ月につき、税抜） （１カ月につき、税抜）

水道メーターの検針及び
水道料金のお支払いは毎月です

口座振替が便利です
毎月24日が引落し日です

　役場、建設水道課、各支所及び金融機
関（北洋銀行松前支店、道南うみ街信用
金庫松前支店）でお支払いできます。

　各金融機関（北洋銀行松前支店、道南うみ街信
用金庫松前支店、ゆうちょ銀行）の窓口で手続き
をお願いします。
　手続きには通帳と印鑑が必要です。

■改定内容
　▷�用途別料金体系から、口径別料金体系に変更します。
　▷休栓料金を廃止します。（�使用水量が０㎥の場合は、メーター料金のみの請求となります）

　▷�水道の開栓及び閉栓を依頼する場合は、１回につき550円（税込）の料金がかかります。

■改定後の水道料金
　水道料金＝（メーター料金＋基本料金＋水量料金）＋税（10％）
　※使用水量が０㎥の場合は、メーター料金のみがかかります。

水道料金のお支払い
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こんなときは連絡を

役場（水道係）へ 町内の指定給水装置工事事業者へ
・松前町に転入したとき
・松前町内で転居するとき
・松前町から転出するとき
・水道の使用をやめるとき
・水道料金に関すること� など

水のおいしさは、
飲む人の感覚や体調などによって

違いを感じます。

飲んでおいしいと感じる水は、
ミネラル分が適度に含まれています。

・ご家庭の水道の修理など

問 松前町役場建設水道課水道係
　　〒049-1512
　　松前町字福山75番地1
　　▷電　話　42-5179
　　▷ＦＡＸ　42-2503

住所 事　業　者　名 電話

江良715 （株）原 田 設 備 工 業 45-3734

茂草117 川　合　建　設（株） 44-2039

館浜507-4 小 野 寺 設 備 工 業 42-3119

福山12 イ ケ ダ セ ツ ビ 工 業 42-5535

豊岡6 （株）サトウ設備工業 42-5173

上川80-2 カ マ ダ 設 備 42-3569

町では、町民の皆さんに
安全でおいしい水を供給できるように、

老朽管の更新など
施設の整備と維持管理に、
より一層努めてまいります。


